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３か年中期経営計画の策定に関するお知らせ 

 

 

当社は、３か中期経営計画（2019年９月期〜2021年９月期）を策定しましたのでお知らせいたします。 

 

 

当社は、化学物質のわずかな沸点の差を利用して混合物から目的とする物質を分離・精製する精密蒸留を主

な事業として行っており、創業以来培ってきた技術と経験を基に、機能性化学品等の製造過程で材料の化学物

質から不純物を取り除き純度を高めることで、顧客の最終製品の価値向上に貢献し続けております。 

売上区分としては、顧客の研究開発部門の支援を行うサービスである「研究開発支援」、研究段階からス

ケールアップした中・大型の蒸留装置による製品の生産及びそれに付随するサービスを提供する「受託加工」、

顧客が自社で蒸留を行うための支援サービスである「プラントサービス」の３事業を展開しております。 

上記の更なる発展を図るため、当社は３か年中期経営計画を策定し、2021 年９月期の売上高 16 億円、営業

利益３億円を目標として、設備投資及び各重点施策を実行し、長期的な企業価値向上に努めてまいります。 

 

 

詳細につきましては、添付資料をご参照ください。 

 

 

（注）本資料は、本資料の発表日現在において入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づき作成したものであり、実際の業績等は、今後の様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

 

 

以 上 
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本資料取扱上の注意点

2

本資料に含まれる将来の見通しに関する記述は、現時点における情報に基
づき判断したものであり、マクロ環境や当社の関連する業界動向等により変
動する可能性があります。
従いまして、実際の業績等が、本資料に記載している将来の見通しに関す
る記述と異なるリスクや不確実性がありますことをご了承ください。
また、本資料は当社をご理解いただくために作成したもので、当社への投資
勧誘を目的としておりません。投資に関する決定はご自身のご判断において
行われるようお願いいたします。
新しい情報、将来の出来事もしくはその他の事項より、見通し情報に更新も
しくは修正が望ましい場合であっても、それを行う義務を負うものではありませ
ん。



目次
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大阪油化のこれまで

3か年中期経営計画
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大阪油化のこれまで



事業領域
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精密蒸留技術を中核とした



大阪油化のこだわり
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精密蒸留技術 確実な仕事

この両翼を こだわり、極め続けてきた



大阪油化の実績（1）
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大阪油化の売上実績 大阪油化の対応実績

積み上げてきた技術・実績が

2016/9 2017/9 2018/9

毎年約7%の伸び

（百万円）



大阪油化の実績（2）
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大阪油化の取引分野

大阪油化の技術が に使用されている
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3か年中期経営計画



外部環境
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外部環境からも、当社の成長の余地は十分にあり、

当社も成長可能と推測

機能性化学品市場

世界：約55兆円

機能性化学品市場

国内：約5.5兆円

分離精製関連市場：

約

日本市場は約10%

上場化学メーカーの
売上高研究開発費率
：約3.56%（平均）

参照：みずほ情報総研株式会社『平成27年度製造基盤技術実態等調査（機能性素材市場動向調査）報告書』

市場成長率は約 に安定

市場成長率 分離精製関連の市場規模

＜世界の機能性化学品市場の推移＞



定量目標
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（百万円）

136 

201 

2015/9 2018/9 2021/9

2021年9月期までに

を目指す

2021年9月期までに

を目指す

売上高目標値 営業利益目標値

1,048 
1,214 

2015/9 2018/9 2021/9

（百万円）



設備投資計画
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2019年9月期上期
連続蒸留パイロットプラント新設等

2020年9月期
機械整備室と研究開発支援棟の新設等

蒸留装置（ラボスケール）製作、
研究開発支援用施設新設、
既設の各製造所改良等

2019年9月期下期
2021年9月期

1,000L装置2基新設等



事業戦略
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1

2 3



1-1.受託蒸留の売上目標（研究開発支援）
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109 

237 

2015/9 2018/9 2021/9

（百万円）
翌3年間で

を目標



1-2.受託蒸留の売上目標（受託加工）
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905 
934 

2015/9 2018/9 2021/9

（百万円）
翌3年間で

を目標



2.プラントサービスの売上目標

16

33 
42 

2015/9 2018/9 2021/9

（百万円）翌3年間で

を目標



3.海外展開に向けた施策
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3年後の目標数値
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売上高 1,600百万円

営業利益 300百万円

配当性向 30％以上



技術と経験を武器にプロジェクトを完遂する、
精密蒸留専門化学メーカー。

業務部

TEL：072-858-3322

MAIL：md@osaka-yuka.co.jp

URL：https://www.osaka-yuka.co.jp/

＜お問い合わせ先＞


